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＊＊：2004年 10月改訂（第3版 抗菌薬再評価結果に準じる改訂）
＊：2003年 2月改訂
　

〔禁忌（次の患者には使用しないこと）〕

サルファ剤に対し過敏症の既往歴のある患者

〔組 成・性 状〕＊

添加物
基　剤：日本薬局方マクロゴール4000，日本薬局方マクロ

ゴール400からなる水溶性基剤
その他：エデト酸ナトリウム，香料，フェニルエチルアルコール

〔効 能・効 果〕＊＊

〈適応菌種〉
本剤に感性のブドウ球菌属，大腸菌　
〈適応症〉
表在性皮膚感染症，深在性皮膚感染症，外傷・熱傷および手術
創等の二次感染，びらん・潰瘍の二次感染

〔用 法・用 量〕

通常，症状により適量を１日１～数回直接患部に塗布または無菌
ガーゼにのばして貼付する。

〈用法・用量に関連する使用上の注意〉
本剤の使用にあたっては，耐性菌の発現等を防ぐため，原則と
して感受性を確認し，疾病の治療上必要な最小限の期間の投与
にとどめること。

〔使用上の注意〕

1. 慎重投与（次の患者には慎重に使用すること）
1）薬物過敏症の既往歴のある患者
2）光線過敏症の既往歴のある患者
〔光線過敏症があらわれることがある。〕
3）エリテマトーデスの患者
〔症状が悪化することがある。〕

2. 重要な基本的注意
感作されるおそれがあるので，観察を十分に行い，感作され
たことを示す徴候（痃�蚤�痒，発赤，腫脹，丘疹，小水疱等）があ
らわれた場合には，使用を中止すること。

3. 副作用
副作用発生状況の概要
総症例971例中軽度発赤，腫脹0.2%（2件）および刺激症状と
しての潮紅0.1%（1件）が報告されている。〔文献集計による
（再審査対象外）〕
1）過敏症（頻度不明注））　
発疹，発赤，腫脹，光線過敏症等があらわれることがある
ので，このような場合には使用を中止すること。

2）菌交代現象（頻度不明注））
スルファジアジン耐性菌または非感受性菌による化膿性
感染症があらわれることがあるので，このような場合に
は使用を中止すること。

3）その他（頻度不明注））
内服，注射等全身投与の場合と同様な副作用があらわれ
ることがあるので，長期使用は避けること。

注）自発報告において認められている副作用のため頻度不明。

4. 適用上の注意
投与方法：眼科用として使用しないこと。

〔臨 床 成 績〕＊＊

表在性皮膚感染症等の患者456例を対象とした一般臨床試験に
おいて有効率は94.7%（432例）であった1）。
なお，疾患別の有効率は次のとおりである。

〔薬 効 薬 理〕

テラジアパスタは，水溶性軟膏基剤マクロゴールにスルファジ
アジンを配合した皮膚疾患用外用剤である。
○ スルファジアジンは，皮膚の細菌感染の原因となるブドウ球菌
（MIC：3μg/mL），大腸菌（MIC：3μg/mL）等に抗菌力を示す2）。
○ スルファジアジン軟膏は，皮膚の分泌液と混和するので，特
に損傷を受けた皮膚面で効果を示す3）。

〔有効成分に関する理化学的知見〕

一般名：sulfadiazine（スルファジアジン）
化学名：N1-2-pyrimidinylsulfanilamide
構造式：

分子式：C10H10N4O2S
分子量：250.27
融　点：約252℃（分解）
性　状：白色～微黄色の結晶性の粉末で，においおよび味は

ない。ピリジンに溶けやすく，アセトンに溶けにくく，
エタノールにきわめて溶けにくく，水またはエーテル
にほとんど溶けない。希塩酸，水酸化ナトリウム試液ま
たはアンモニア試液に溶ける。光によって徐々に着色
する。

〔包 　 　 装〕

テラジアパスタ　　10g×5　　500g
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疾 患 名 有効率（%）〔有効以上/総症例〕
表在性皮膚感染症（膿痂疹，毛のう炎） 94.7 〔356/376〕
深在性皮膚感染症（せつ） 91.7 〔 44/ 48〕
外傷・熱傷および手術創等の二次感染 100.0 〔 22/ 22〕
びらん・潰瘍の二次感染 100.0 〔 10/ 10〕

計 94.7 〔432/456〕
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発売元

®登録商標

221010-B0

東京都中央区日本橋三丁目14番10号 

製造元

埼玉第一製薬株式会社 埼玉県春日部市南栄町8番地1

〔文献請求先・製品情報お問い合わせ先〕

第一製薬株式会社　製品情報センター
〒103-8541 東京都中央区日本橋小網町1番8号

本社別館
電 話：0120－189－861
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